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※財務情報等詳細は、当社ホームページをご覧ください。
https://www.nireco.jp
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金額 前期比

売 上 高 10,000 ＋1.4%

営 業 利 益 1,400 ＋0.9%

経 常 利 益 1,470 －0.0%

親会社株主に帰属
する当期純利益 1,050 ＋3.8%

2025年3月期連結業績予想

売上構成

25年3月期上期実績

電子機器材料から農産物
に至るまで幅広い製品を
対象とした検査装置を取
り扱う事業

鉄鋼・非鉄金属の生産ラ
インを主な対象とする制
御装置や計測装置を取り
扱う事業

製紙・印刷から電子機器材
料まで広範な業種を対象に、
シート状製品の位置制御装
置などを取り扱う事業

半導体検査装置等で使用
される光学部品や、レー
ザー機器を主に取り扱う
事業

業績ハイライト
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売上高 営業利益 親会社株主に帰属する中間（当期）純利益
中間期 通期 予想（通期）

1株当たり配当
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　株主の皆様には平素格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。2025年3月期
（第99期）上期の事業結果をご報告申し上げます。
　当上期における世界経済は中国における内需の停滞、中東地域情勢による経済の 
下押しがある一方で、欧米では景気持ち直しの動きが見られました。日本経済は、 
消費者物価の上昇が続いたものの、雇用・所得環境が改善する中で企業の設備投資と
ともに個人消費にも持ち直しの動きが見られ、景気は緩やかな回復基調となりました。
　そのような環境の中、当社グループでは子会社であったミヨタ精密株式会社との合併や 
制御機器事業部の発足など、グループ内組織変更の実施などによる収益性の改善に努め、 
売上高は前年同期を8.3％上回る49億8百万円、営業利益は前年同期を46.8％上回る
7億88百万円、経常利益は前年同期を43.5％上回る8億45百万円、親会社株主に帰属 
する中間純利益は前年同期を48.7％上回る5億50百万円という高水準の結果を出すこと 
が出来ました。これにより、通期の業績予想を上方修正するとともに、株主の皆様へ 
の通期配当金についても見直しております。
　また、当上期においては京浜光膜株式会社の株式取得を決定し、下期から同社が当社 
グループに加わることとなりました。京浜光膜（株）は光学薄膜の開発技術を持ち、当社 
グループ企業の株式会社光学技研と高い親和性を持っていることから、今後のシナジー
発現に期待しています。
　今後とも、経営資源の適切な配分や効率化などを通じ、企業価値の向上にグループ一同全力で取り組んでまいりますので、 
株主の皆様におかれましては、引き続きご支援賜りたくお願い申し上げます。

代表取締役社長 中杉　真一



〒192-8522　東京都八王子市石川町2951番地４
電話　042-642-3111（代表）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 
開 催 時 期 6月下旬

定時株主総会議決権
行使株主確定日 3月31日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 9月30日

法定公告は次のURLに掲載しております。
https://www.nireco.jp/ir/notice/

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

○郵便物送付及び電話照会先
　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

株主メモ

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・
いいかぶ 検索検索検索窓から

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

6863

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。（所要時間は5分程度です）

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選
で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提
供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 
https://www.link-cc.co.jp
● アンケートのお問い合わせ 「e -株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

CSR報告書の公開お知らせ①

米国Bowman社製XRF薄膜測定装置の国内総代理店契約を締結お知らせ③

据置型XRF測定装置の専門メーカーである米国Bowman Analytics, Inc.と、
日本国内における総代理店契約を締結しました。

半導体業界では回路の高集積化に向けた次世代パッケージ基板の開発が
進められており、その検査用途に多層化された回路パターンの膜厚測定が
注目されています。

Bowman社のXRF薄膜測定装置は、同時に最大5層の各膜厚を高精度に
測定可能であり、次世代パッケージング基板検査への活用が期待されて 
います。同社測定装置の既存販売先である電子部品業界、PCB業界、 
めっき業界等に加え、先端半導体パッケージング分野への進出を図ることで、
当社グループの半導体業界への更なる事業拡大を目指します。

当社のCSRに対する取り組み状況を発信するため、前年度のCSR活動をまとめた「CSR報告書2023」を当社 
ホームページに公開しました。

今後ともCSRの観点を含めたニレコの情報をステークホルダーの皆様にお伝えしてまいります。

京浜光膜株式会社の株式取得（完全子会社化）お知らせ②

2024年10月1日に京浜光膜株式会社の全株式を取得し、同社を子会社化 
しました。京浜光膜（株）は京浜光膜工業株式会社が前身であり、光学薄膜の設計、
真空蒸着法による光学製品の製造・販売を手掛けていましたが、今般、組織
再編の一環として秦野工場が担っていた業務を京浜光膜（株）として新設分割 
したものです。今後は京浜光膜（株）が有する高度な薄膜生成技術の活用と 
グループ内での光学分野での連携強化により、オプティクス事業の更なる成長を
図ります。
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